
令和２年２月 第１回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和２年２月４日（火）午前９時～午前９時３０分 
 
２ 開催場所 本館３階「特別会議室」 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

ハーフマラソン大会については、全庁を挙げての対応とともに、市民の方にも 

多くのご協力をいただき、男子の部では 2名の選手が日本新を記録するなど素晴ら

しいレースとなった。 

一方で、職員は通常業務があるなか、あれだけの大規模なイベントへの協力とい

うことで、負担感も積もっているのではないかと思う。年度末を迎えるにあたり、

そうした気持ちの面も推し量りながら所属職員の状況把握に努めていただきたい。 

  

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

  ①市政方針について（秘書政策課長） 

全庁に確認いただいた後の最終案について、修正箇所を中心に説明する。 

   （資料に基づき説明＝市長公室秘書政策課政策推進担当長） 

 

  ②史跡快天山古墳保存活用計画（案）について（教育部長） 

パブリックコメントは 1 名（1 件）の提出があり、古墳単体ではなく、市南部   

地域全体の活性化という視点からのご意見をいただいた。一部計画の内容を修正し

たのでご確認いただきたい。 

（資料に基づき説明＝教育部文化財保存活用課総括担当長） 

 

 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は 

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

   なし 

 

４ その他 

① 年度末・年度始めの日曜開庁について（生活環境部長） 

年度末、年度始めには多くの方が市役所に来庁することから、3月 29日及び 4月 

5日の日曜日に、市民課、税務課を開庁する。 

 



② 自治会活動に関するアンケート調査への協力について（生活環境部長） 

 今年度、市民を対象とした「自治会に関するアンケート」を実施しているが、職員

についても実施し、自治会活動の推進の意味合いも含めて、自治会に対してどのよう

な意向を持っているのか率直な意見を確認したいので協力をお願いする。 

 （資料に基づき説明＝生活環境部市民活動推進課長） 

→全職員から回答がもらえるよう協力をお願いする。（市長） 

 

③ 丸亀市文化振興講演会について（産業文化部長） 

  美術館ボランティア、文化芸術推進サポーター養成の一環として、文化振興講演会

を 2 月 16 日（日）に開催する。講師には、オリンピックアイスホッケー女子日本代

表のメンタルコーチを務めた山家正尚氏を迎える。事前申し込みが必要だが、まだ空

きがあるので周知等お願いする。 

 

④ 瀬戸内国際芸術祭について（産業文化部長） 

  次回の開催に向けて、反省点などの意見をメールで照会するので協力をお願いする。 

 

⑤ 第 74回香川丸亀国際ハーフマラソン大会の結果について（生活環境部長） 

  申込者、出走者ともに過去最高の記録となった。詳細は既にメールでも周知して 

いるのでご確認いただきたい。 

 

 ⑥ ＧⅠ四国地区選手権競走について（ボートレース事業局経営課長） 

  今週末 2 月 8 日（土）から開催するので来場いただきたい。売上は 53 億円を目標

としている。 

 

 ⑦ 新型コロナウイルスについて（健康福祉部長） 

  既に市のホームページ等でもお知らせしているが、新型コロナウイルスについては

過剰に心配することなく、マスクの着用や手洗いの徹底をお願いしている。また、保

健所に相談窓口が設けられている。 

・大規模イベント時の対応として、今回のハーフマラソン大会でも、感染の疑いが  

ある人の隔離スペースの設置や誘導、診察、保健所への報告など一連の流れを確認

していたが、幸い対応する案件はなかった。（生活環境部長） 

 ・各公共施設のアルコール消毒などの対応は問題ないか。（市長） 

 →常設しているが、不足する場合は健康課まで連絡をお願いする。（健康福祉部長） 

 

５ 副市長から 

3 月議会では、議案によっては意見が分かれる案件もいくつかあるかと思われる。  



各部において、どの議案が争点になるか押さえたうえで、各会派等の状況を十分に把握

していただき、正確な情報を上げていただきたい。 

 

６ 教育長から 

 インフルエンザの状況は依然落ち着いておらず、先週の段階で 4小学校 3園の 8学級

が学級閉鎖となっている。 

 ハーフマラソン大会の関連行事として、垂水小学校において、招待選手のへラリア・

ジョハネス選手を招いての国際理解教室が開かれた。今大会の女子の部で見事優勝し、

子どもたちにはとても貴重な経験になったと思う。 

 

７ 出席状況 

⑴ 庁議構成者（第５条） 

 

職 氏 名 出欠 

市 長 梶   正 治 ○ 

副 市 長 徳 田 善 紀 ○ 

教 育 長 金 丸 眞 明 ○ 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林   諭 × 

市 長 公 室 長 横 田 拓 也 ○ 

総 務 部 長 栗 山 佳 子 ○ 

健康福祉部長 宮 本 克 之 ○ 

こども未来部長   石 井 克 範 ○ 

生活環境部長 小 山 隆 史 ○ 

都市整備部長 吉 本 博 之 〇 

産業文化部長 山 地 幸 夫 ○ 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
矢 野 浩 三 代 

教 育 部 長 川 田 良 文 ○ 

消 防 長 田 中 道 久 ○ 

議会事務局長 渡 辺 研 介 ○ 

 

(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室職員課長           井 上 孝 敏 

総務部財務課長            宮 西 浩 二 

 



ボートレース事業局次長代理 

ボートレース事業局経営課長          向 井 光 平 

生活環境部市民活動推進課長          田 中 壽 紀 

生活環境部市民活動推進課コミュニティ担当長  横 山 史 朗 

教育部文化財保存活用課副課長         東   信 男 

教育部文化財保存活用課総括担当長       森   信 博 

    

(3) 事務局（市長公室秘書政策課） 

   市長公室秘書政策課長          窪 田 徹 也 

   市長公室秘書政策課副課長        谷 本 智 子 

   市長公室秘書政策課政策推進担当長    野 本 政 宏 

   市長公室秘書政策課主査         宇 野 大志郎 


